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ふたばよもやま話（第五回） 

～紫川～ 

 双葉苑近くを流れる清流が紫川です。何とも優美な名前の川で

すが、名前の由来については諸説あります。 

①上流に友禅を染めるムラサキ草が自生していた説、②夕暮れ

時に足立山が紫色に染まって川面に映えることによるとする説、

③当時の小倉城主である細川忠興公が、小倉に来る前の居城、丹後

国宮津城近くを流れていた紫川の名をそのまま付けたという説、

④恋人である漁師の無事を毎日祈っていることを知らせるため、

無事に帰ってくるまでむらさき色の藍染の木の実を流したとする

説、⑤小倉南区蒲生の大興善寺近くの『紫』という名前の池を由来

とする説など様々です。 

個人的には、双葉苑近くの大興善寺山門前にあったという「紫の

池」説を取りたいのですが、古歌に詠まれた池も道路拡幅により消

滅、今は歩道に水がしみ出し、池の名残を伝えています。 

 

 

今月の予定（6 月） 

ますゆき皮膚科回診 

１日（木曜日） 

石橋医院回診（毎月曜日） 

5 日、12 日、19 日、26 日 

健康体操（毎月曜日） 

5 日、12 日、19 日、26 日 

小倉北歯科回診（毎木曜日） 

1 日、8 日、15 日、22 日、29 日 

ビューティヘルパー 

21 日（水曜日） 

運動会 

25 日（日曜日） 

生花 

28 日(水曜日) 

花見（菖蒲、アジサイなど） 

随時 

 

 【
編
集
雑
記
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▼
皆
さ
ま
は
文
化
財
と
言
え
ば
何

を
想
像
す
る
だ
ろ
う
か
？
古
墳
な

ど
が
一
般
的
に
知
ら
れ
、
マ
ス
コ

ミ
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
な
遺
跡
の

発
掘
現
場
の
一
般
公
開
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
、
大
人
気
で
あ
る
。
▼

数
千
年
前
の
生
活
が
そ
の
ま
ま
土

の
中
で
保
存
さ
れ
、
ま
さ
に
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
と
同
じ
で
、
当
時
の

生
活
そ
の
も
の
が
我
々
の
目
の
前

に
表
れ
て
く
る
。
古
代
官
道
、
当

時
の
国
道
の
発
掘
現
場
で
は
、
踏

み
固
め
ら
れ
た
土
の
表
面
に
、

人
々
の
歩
い
た
足
型
や
草
鞋
の
跡

も
確
認
で
き
る
▼
こ
れ
ら
文
化
財

は
〝
史
跡
〟
と
分
類
さ
れ
、
古
墳

や
古
代
の
建
物
跡
な
ど
、
ま
さ
に

文
化
財
の
〝
花
形
〟
で
あ
る
▼

人
々
の
生
活
に
も
っ
と
も
関
係
深

い
の
が
民
俗
文
化
財
で
、
形
の
あ

る
も
の
を
「
有
形
民
俗
文
化
財
」
祭

り
な
ど
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
を

「
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
分
類
さ
れ

て
い
る
▼
香
春
町
採
銅
所
の
「
古

宮
八
幡
神
幸
行
事
」
は
福
岡
県
指

定
民
俗
文
化
財
で
あ
る
。
杉
神
輿

自
体
は
有
形
で
あ
る
が
、
祭
全
体

は
古
く
よ
り
伝
承
さ
れ
た
も
の
で

無
形
民
俗
文
化
財
な
の
だ
。
な
お

「
神
幸
行
事
」
と
は
特
定
の
宗
教
祭

礼
で
は
な
く
、
文
化
財
と
し
て
の

行
事
の
位
置
づ
け
で
あ
る
▼
本
紙

に
あ
る
よ
う
に
、
香
春
町
一
帯
で

は
古
代
よ
り
銅
精
錬
が
行
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
に
は

無
い
高
度
な
技
術
で
、
朝
鮮
半
島

か
ら
渡
っ
て
き
た
帰
化
人
の
技
術

で
あ
り
、
小
倉
南
イ
ン
タ
ー
近
く

の
高
津
尾
遺
跡
も
銅
精
錬
関
係

で
、
田
川
一
帯
は
も
ち
ろ
ん
、
小
倉

南
区
の
広
大
な
範
囲
で
製
錬
が
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
▼
久
留

米
絣
や
博
多
人
形
の
制
作
者
は
人

間
国
宝
と
言
わ
れ
る
。
か
つ
て
の

生
活
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
く
れ

る
双
葉
苑
の
入
所
者
様
も
ま
さ
に

文
化
の
継
承
者
で
あ
り
〝
人
間
国

宝
〟
で
あ
る
▼
物
の
な
い
時
代
、

さ
ら
に
は
戦
争
と
い
う
不
幸
な
時

代
を
乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
入
所

者
様
の
知
恵
と
パ
ワ
ー
を
学
ぶ
必

要
性
を
祭
り
を
見
な
が
ら
痛
感
し

た 

 

職
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

今
回
紹
介
す
る
職
員
は
、
山
内
末
美
さ

ん
で
す
。 

 

山
内
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
、
施
設
美

化
、
つ
ま
り
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
た
で
す
。 

 

山
内
さ
ん
は
徹
底
し
た
仕
事
ぶ
り
で
、

汚
れ
が
ち
な
机
の
下
に
も
ぐ
っ
て
ま
で
の

熱
心
さ
で
す
。
し
か
し
日
ご
ろ
は
や
さ
し

い
お
姉
さ
ん
で
、
職
員
へ
の
小
さ
な
心
遣

い
も
忘
れ
ず
、
公
私
を
問
わ
ず
に
頼
り
に

な
る
よ
う
な
、
母
な
る
存
在
で
す
。 

 

 

伝

統

の

祭

り

双
葉
苑
の
あ
る
小
倉
南
区
よ
り
、
峠
を
越
え
る
と

田
川
郡
香
春
町
で
す
。
町
北
部
に
位
置
す
る
の
が
、

採
銅
所
地
区
に
な
り
ま
す
。
筑
豊
の
名
山
で
あ
る
香

春
岳
、
特
に
三
の
岳
か
ら
は
銅
鉱
石
が
採
れ
、
採
掘

か
ら
製
錬
加
工
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
地
名
の

起
源
と
な
り
ま
し
た
。 

採
銅
所
地
区
が
最
も
華
や
か
だ
っ
た
の
が
奈
良
時

代
と
言
わ
れ
、
こ
こ
で
採
れ
た
銅
で
宇
佐
神
宮
の
御

神
鏡
を
鋳
造
、
さ
ら
に
は
宇
佐
神
宮
を
通
じ
て
奈
良

の
大
仏
建
立
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。 
 

 

香
春
岳
か
ら
採
れ
る
銅
、
さ
ら
に
は
こ
こ
に
住
む
帰

化
人
の
技
術
無
く
し
て
は
大
仏
の
完
成
は
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
ハ

イ
テ
ク
都
市
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
技
術
者
集
団
が

祀
る
神
が
古
宮
八
幡
神
社
で
、
利
用
者
様
と
全
国
で

も
珍
し
い
杉
の
葉
葺
き
の
神
輿
で
有
名
な
神
幸
祭
を

見
学
に
行
き
ま
し
た
。 

 

 

 

全国でも他に例を見ない杉の

葉で屋根が葺かれた神輿。古

宮八幡神社鶴我盛仁（もりひ

と）宮司と記念撮影 

 

 

鯉のぼりが泳ぐ徳力嵐山

駅付近と、紫の池があった

と伝えられる地 

 

 

いつも掃除道具

を手放さず、苑

内清掃に努める

山内さん 

香
春
三
の
岳
に
あ
る
金
鉱
山
坑
道
跡 


